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市
民
の
知
る
権
利
を
尊
重
し
、
市
民
に

信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
市
政
の
発
展
を
目

的
に
情
報
公
開
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
し
、
公
正

で
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
推
進
す
る
た
め
個

人
情
報
保
護
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
の
平
成
23
年
度
の
実
施

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情 報 公 開 制 度・
個人情報保護制度
★平成23年度の実施状況★

⇨庶務課（ ７７５－４９８９ ・ ７７５－９８１９）

実施機関 受け付け
区 分

受付件数 平成２３年度処理件数
平成２4年
₃月３1日
現在未処
理件数　

平成２３年度 
受付件数　 

（前年度からの　
繰り越しを含む）

公 開 部 分
公 開 非公開 取り下げ 計

市　 長

請 求 ７ 1 ５ 1 ０ ７ ０

申 出 ３３ 1３ 14 ６ ０ ３３ ０

合 計 4０ 14 19 ７ ０ 4０ ０

教育委員会

請 求 4 ２ 1 1 ０ 4 ０

申 出 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

合 計 4 ２ 1 1 ０ 4 ０

消 防 長

請 求 1 1 ０ ０ ０ 1 ０

申 出 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

合 計 1 1 ０ ０ ０ 1 ０

合　 計

請 求 1２ 4 ６ ２ ０ 1２ ０

申 出 ３３ 1３ 14 ６ ０ ３３ ０

合 計 4５ 1７ ２０ ８ ０ 4５ ０

※﹁請求﹂とは市内に在住か在勤または在学の人などが、平成12年₄月₁日以後に市が作
成または取得した行政文書の公開を求めることをいい、﹁申出﹂とは請求権のない人が行
政文書の公開を求めること、または平成12年₄月₁日前の行政文書の公開を求めること
をいいます。

実施機関

受付件数 平成23年度処理件数
平成24年
₃月31日
現在未処
理件数　

平成23年度 
受付件数　 

（前年度からの　
繰り越しを含む）

開 示  部 分
開 示 不開示 不存在 取り下げ 計

市　　　長 ２０ 11 ５ ０ ３ ０ 19 1

※他の実施機関は実績がありません。

区　分 公　開 原則公開であるが、審議事項によって
は非公開 非公開

開催件数 99 11 1７７
傍聴人数 9 ０ －

※非公開の会議の開催件数177件中170件は、上尾市介護認定審査会の会議の開
催件数です。

【表₁】行政文書の公開の実施状況

【表₂】個人情報の開示などの実施状況

【表₃】会議の公開の実施状況

■
情
報
公
開
制
度

　
情
報
公
開
制
度
は
、
市
が
保
有
し
て
い

る
行
政
文
書
を
請
求
ま
た
は
申
出
に
基
づ

い
て
公
開
す
る
制
度
で
す
。

　
対
象
に
な
る
行
政
文
書
は
、
市
職
員
が

職
務
上
で
作
成
し
、
ま
た
は
取
得
し
た
文

書
で
、
図
面
、
写
真
、
磁
気
テ
ー
プ
、
磁

気
デ
ィ
ス
ク
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
公
開

の
請
求
ま
た
は
申
出
を
受
け
た
行
政
文
書

は
、
原
則
と
し
て
全
て
を
公
開
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
定
の
個
人
が
識

別
さ
れ
る
個
人
情
報
や
法
令
な
ど
の
規
定

に
よ
り
公
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
情
報

な
ど
が
含
ま
れ
る
行
政
文
書
は
、
非
公
開

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
請
求
ま
た
は
申
出
は
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー（
市
役
所
１
階
）ま
た
は
各
担
当
課

で
、
所
定
の
用
紙
を
用
い
て
行
い
ま
す
。

市
は
請
求
ま
た
は
申
出
が
あ
っ
た
日
か
ら

15
日
以
内
に
公
開･
非
公
開
の
決
定
を

し
、
請
求
者
ま
た
は
申
出
人
に
文
書
で
公

開
の
日
時
を
、
非
公
開
の
場
合
は
そ
の
理

由
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
請
求
し
た
人
が
、
非
公
開
ま
た
は
部
分

公
開
と
し
た
決
定
に
納
得
で
き
な
い
場
合

に
は
、
不
服
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
申
し
立
て
が
あ
る
と
、
弁
護
士

な
ど
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
た
審
査
会
に

内
容
の
調
査･

審
議
を
諮
問
し
、
そ
の
答

申
に
基
づ
い
て
あ
ら
た
め
て
決
定
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
の
公
開
の
請
求
・
申
出
の

受
付
件
数
は
、
45
件
で
し
た（
前
年
度
か
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ら
の
繰
り
越
し
分
を
含
む
）。
実
施
状
況

は
２
ペ
ー
ジ
表
１
の
と
お
り
で
す
。

■
個
人
情
報
保
護
制
度

　
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
市
が
保
有
す

る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
個
人
情
報
を
保
護
す
る
措
置
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
自
分
の
個
人
情
報
の
開

示
・
訂
正
な
ど
を
請
求
す
る
権
利
を
保
障

し
て
い
ま
す
。

　
収
集
す
る
個
人
情
報
は
事
務
を
行
う
に

当
た
っ
て
必
要
な
範
囲
内
の
個
人
情
報
で

す
。
思
想
・
信
条
な
ど
内
心
の
自
由
に
つ

い
て
の
個
人
情
報
や
社
会
的
差
別
の
原
因

に
な
る
恐
れ
の
あ
る
個
人
情
報
は
、
原
則

と
し
て
収
集
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
平
成
23
年
度
の
個
人
情
報
の
開
示
請
求

の
受
付
件
数
は
20
件
で
、
個
人
情
報
の
訂

正
な
ど
の
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
施
状
況
は
２
ペ
ー
ジ
表
２
の
と
お
り
で
す
。

■
会
議
公
開
制
度

　
会
議
公
開
制
度
は
、
市
が
設
置
す
る
各

種
の
審
議
会
・
委
員
会
・
協
議
会
な
ど
の

会
議
を
原
則
と
し
て
公
開
す
る
も
の
で
す
。

﹁
会
議
開
催
の
お
知
ら
せ
﹂を
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
と
各
支
所
・
出
張
所
に
掲
示
し

ま
す
。
公
開
に
な
っ
て
い
る
会
議
で
傍
聴

希
望
の
人
は
会
議
の
当
日
、
直
接
会
場
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
平
成
23
年
度
の
実
施

状
況
は
２
ペ
ー
ジ
表
３
の
と
お
り
で
す
。

﹁（仮称）自転車のまちづくり協議会﹂市民委
員を募集

自転車に乗り始めませんか？
～自転車モニターを募集～

自転車のまち“あげお＂に参加しませんか？

　₈月を目途に﹁（仮称）自転車のまちづくり協議
会﹂を発足するに当たり、市民委員を募集します。
この協議会は、市民、事業者、行政から構成され
る組織で、﹁自転車のまち“あげお”﹂の実現のため
に﹁（仮称）自転車のまちづくりマスタープラン﹂を
検討、策定します。
▶募集人数　₃人
▶実施予定　平成24年₈月頃から月₁回程度（平
日の昼間）を予定
▶申し込み方法　指定の応募用紙（まちづくり計
画課〈市役所₅階〉、各支所、出張所にある。市ホー
ムページからダウンロード可）に必要事項を記入
し、小論文（800字以内・題目﹁自転車のまち“あげ
お”﹂の実現に必要なこと）を添えて

【共通】₆月29日（金）までに直接各支所・出張
所へ、または郵送かメールでまちづくり計画
課（〒362－8501本 町 ₃ － ₁ － ₁・ s351000@
city.ageo.lg.jp）へ

　﹁自転車のまち“あげお”﹂の実現を目指すた
め、自転車利用者の健康効果を検証する﹁レッツ・
サイクル健康モニター﹂にご協力いただける人を
募集します。
▶募集人数　15人
▶対象　①通勤を車から自転車へ乗り換えた人、
または乗り換えようと考えている人②趣味で自転
車を始めようと考えている人③₆カ月間、定期的
にデータ収集などにご協力いただける人④個人で
自転車保険に入っている人、
または入る予定がある人
▶申し込み方法　氏名、年
齢、性別、住所、電話、用途

（通勤・趣味など）、利用頻度
（週○日、₁日あたり○○分
など）、走行距離（₁週あたり
○○㌔、₁月あたり○○㌔な
ど）、応募理由を記入

杭
州
市
と
の
中
学
生
交
流

中
国
派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

自
治
振
興
課　

７
７
５
―４
５
９
７

７
７
５
―９
８
１
９

　

杭
州
市（
中
国
）と
友
好
交
流
関
係
覚

書
を
締
結
し
て
以
来
、
こ
と
し
で
９
回
目

（
８
回
目
は
震
災
の
た
め
中
止
）に
な
る

中
学
生
中
国
派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
３
月
24
～
28
日
に
21
人
の
中
学
生
を
杭

州
市
と
北
京
市
へ
派
遣
し
、
杭
州
市
文ぶ
ん
瀾ら
ん

中
学
校
で
の
授
業
参
加
や
交
流
会
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
体
験
、
北
京
市
で
は
世
界
遺

産
の
見
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
本
事
業
の
写
真
パ
ネ
ル
展
を
６
月
12
日

（
火
）～
21
日（
木
）に
市
役
所
1
階
市
民

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

⇨まちづくり計画課（ ７７５－７６２９・ ７７５－９８７２）

万里の長城

天壇公園
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上
尾
丸
山
公
園
写
真
展
・
作
品
募
集

自
然
学
習
館　

７
８
０
―１
０
３
０

　

７
２
６
―７
９
０
１

上
尾
丸
山
公
園
管
理
事
務
所　

７
８
１
―０
１
６
３

　

７
８
１
―０
１
７
９

▼
と
き　
７
月
７
日（
土
）～
20
日（
金
）

▼
と
こ
ろ　
自
然
学
習
館
展
示
ロ
ビ
ー

▼
募
集
作
品　
上
尾
丸
山
公
園
で
撮
影
し

た
写
真
、
風
景
・
動
植
物
・
人
物
な
ど
素

材
は
問
わ
な
い
、
プ
リ
ン
ト
で
２
Ｌ
サ
イ

ズ
以
下
、
一
人
２
点
ま
で

▼
注
意
事
項　
応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た

未
発
表
作
品
で
あ
る
こ
と
、
作
品
の
返
却

を
希
望
す
る
と
き
は
３
カ
月
以
内
に
引
き

取
り
に
来
る
こ
と
、
肖
像
権
は
応
募
者
が

了
解
を
得
る
こ
と

▼
申
し
込
み　

６
月
１
日（
金
）～
30
日

（
土
）に
直
接
自
然
学
習
館
か
上
尾
丸
山
公

園
管
理
事
務
所
へ

子どもの読書活動支援センターの愛称と
マスコットキャラクター案を募集
　子どもの読書活動支援センターが₇月₂日（月）
に富士見小学校図書館内に開所します。子どもの
読書活動支援センターは、子どもたちが読書の楽
しみを知り、生涯にわたる読書習慣を身に付けら
れるよう、家庭や学校への支援、幼児・児童への
読書普及活動を行うボランティアの支援などを行
います。また子ども向けの読書に関するイベント
などを開催します。
　市民の皆さんに親しまれるセンターにふさわし
い愛称、子どもの読書活動支援センターのマス
コットキャラクター案を募集します。
①子どもの読書活動支援センターの愛称
▶愛称のポイント　①センターの趣旨を的確に表
現するものであること②市民に親しまれる、呼び
やすい愛称であること
▶応募資格　市内に在住か在勤または在学の中学
生以上の人（₁人₁点まで）
▶応募方法　応募用紙（図書館本館・分館、公民
館図書室にある。市ホームページからダウンロー
ド可）に必要事項を記入の上、応募箱（図書館本
館・分館、公民館図書室にある）へ
※市ホームページからも応募できます。
②子どもの読書活動支援センターのマスコット
キャラクター案
▶キャラクター作成のポイント　①センターの趣
旨にふさわしい明るく楽しいキャラクターである
こと②センターのイメージカラー﹁黄色﹂を使った
キャラクターであること
▶応募資格　市内に在住か在学の小学₆年生以下
の人（₁人₁点まで）
▶応募方法　応募用紙（図書館本館・分館、公民
館図書室にある。市ホームページからもダウン
ロード可）に絵（彩色すること、画材は自由）を描

き込んで、図書館本館・分館、公民館図書室のカ
ウンターへ

【①②共通】
▶応募締め切り　₉月₇日（金）
▶応募の注意　①応募の選考は図書館協議会委員
と市民の図書館ボランティアによる選考委員の選
考の上、決定します②採用に当たり作品を補作・
修正することがあります③決定した作品の著作
権（著作権法第27条及び第28条に定める権利を含
む）、商品化権、使用権、商標権その他一切の権
利は、上尾市に帰属します。応募者は応募作品に
関し、著作者人格権に基づく権利行使は行わない
ものとします④未発表かつオリジナルの作品に限
ります⑤応募作品は第三者の著作権、商標権を侵
害しないもので公序良俗に反しないものに限りま
す。これに反して作品が第三者の権利を侵害した
ものと認められた場合は、選定の対象になりませ
ん。選定後でも選定を取り消すことがあります⑥
愛称は、同一の愛称が複数ある場合には抽選で選
定する場合があります⑦応募作品は、返却しませ
ん⑧応募者から知り得た情報は、他に利用するこ
とはありません⑨応募の時点で、上記の記載事項
に同意したものとします
▶賞・発表　入賞者には直接お知らせ　※電話
などによる問い合わせはできません。感謝状と記
念品を贈呈（平成24年度図書館まつりの中で表彰）
します。

⇨図書館（ ７７３－８５２１・ ７７６－７３３０）

上尾丸山公園

子どもの読書活
動支援センター
（図書館）

事務室
校長室

職員室

昇
降
口

富士見小学校案内図（₁階）
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　年金を受給している人には、₆月上旬に日本年金機構から年金
振込通知書が郵送されます。
　年金振込通知書は、金融機関などの口座振込で年金の受け取り
をしている年金受給者に、毎年₆月に₁年分の年金支払額などを
まとめてお知らせするものです。
※年金支払額の金額に変更があったときなどには、その都度、
当月と次回以降の年金支払額などを記載した通知書を郵送しま
す。
　年金振込通知書の詳しくは、ねんきんダイヤル（ 0570－05－1
165）または大宮年金事務所（ 652－4725）に問い合わせてくださ
い。また年金から特別徴収されている保険料（税）額と個人住民税
額については、下記担当に問い合わせてください。
●介護保険料
　⇨高齢介護課保険料担当（ 775－5127・ 776－8872）
●国民健康保険税
　⇨保険年金課国保資格・課税担当（ 775－5136・ 775－9827）
●後期高齢者医療保険料
　⇨保険年金課高齢者医療担当（ 775－5125・ 775－9827）
●個人住民税
　⇨市民税課住民税担当（ 775－5131・ 775－9846）

　市民の皆さん、こんにちは。市長の島村です。
　クールビズが浸透し、一足早い衣替えをしている
人も目にしますが、いかがお過ごしでしょうか。
　去る₅月12日、文化センターで開催された﹁あげ
お お笑い祭り﹂に、F U J I W A R A（フジワラ）の
₂人をはじめ、テレビなどで活躍されている多くの
お笑い芸人さんが出演されました。開演前に少しお
話ししましたが、芸人の皆さんはとても気さくで明
るく、お笑いライブではたくさんの笑顔が生まれる
素晴らしい時間を過ごすことができました。
　ライブ終了後には私も急きょ、ステージに上がる
こととなり、笑いのプロである芸人さんに囲まれて
本当に緊張しました。なんとかやりとりを終えてス
テージを降りた後、知人から﹁今が一番いい笑顔を
している﹂と言われ、ふと私の心に残る多くの笑顔
が浮かびました。地域の夏祭りで盆踊りを終えた皆

さんの笑顔、学校の授業で作文を読み終えた後の子
どもの笑顔など、緊張から解放された後の、自然に
生まれた笑顔は印象に残るものだとあらためて感じ
ています。
　私は、市制施行50周年でお会いしたお笑い界の大
御所、萩本欽一さんをはじめ、﹁笑点﹂でおなじみの
春風亭昇太さんと林家たい平さん、新春対談で楽し
い時間を過ごした“我が家”の₃人（杉山さんと谷田
部さんが上尾市出身）など、“笑顔”を仕事にされてい
る多くの人に出会いました。皆さんに共通している
のは、人を笑顔にすることを常に意識し、自らの仕
事に誇りをもっていること。皆さん一様に、話し相
手の表情を見ながら、気遣いと心遣いで“楽しませ
たい”という姿勢が伝わり、そこから大きな“笑顔の
輪”が広がっていきます。
　﹁笑いじわ、これは人生の勲章。どんな勲章より
も光り輝いています﹂。気遣いと心遣いの人、萩本
欽一さんの素晴らしい
言葉です。﹁笑顔きら
めく“ほっと”なまち﹂
に住む₁人として、私
もたくさんの光り輝く
人生の勲章を刻めるよ
う、これからも自然体
で頑張っていきます！

人生の勲章
市長　島 村　　穰　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
平
成
２４
年
春
の
叙
勲

瑞
宝
小
綬
章

長は

せ

が

わ

谷
川　
正ま

さ

文ふ
み（
財
務
行
政
事
務
功
労
）

山や
ま

浦う
ら　
紘こ

う

一い
ち（
通
産
行
政
事
務
功
労
）

瑞
宝
双
光
章

勝か
つ

野の　
憲の

り

昭あ
き（
会
計
検
査
事
務
功
労
）

鈴す
ず

木き　
芳よ

し

德の
り（
総
務
省
行
政
事
務
功
労
）

田た

端ば
た　
優ま

さ

行ゆ
き（
更
生
保
護
功
労
）

　
平
成
24
年
春
の
叙
勲
、
第
18
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
市
内
の
受
章
者
を
紹

介
し
ま
す（
敬
称
略
）。

●
第
１８
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

池い
け

田だ　
公き

み

男お（
警
察
功
労
）

松ま
つ

本も
と　
輝て

る

夫お（
消
防
功
労
）

栁や
な
ぎ

沢さ
わ　
俊と

し

男お（
警
察
功
労
）

瑞
宝
単
光
章

伊い

藤と
う　
末す

え

吉き
ち（
消
防
功
労
）

増ま
す

渕ぶ
ち　
福ふ

く

雄お（
消
防
功
労
）

森も
り

田た　
一か

ず

夫お（
警
察
功
労
）

　
⇧

秘
書
室（

７
７
５
―３
８
４
９
・

７
７
５
―９
８
６
１
）

お笑い芸人の皆さんと

日本年金機構から年金受給者に
年金振込通知書が送付されます
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【プロフィル】
米
よね

村
むら

でんじろう
　19５５ 年千葉県生ま
れ。東京学芸大学大
学院理科教育専攻科
終了。都立高校の教
諭 な ど を 勤 め た 後、
広く科学の楽しさを

伝える仕事を目指し独立。サイエンスプロデュー
サーとして、さまざまな分野、媒体で幅広く活躍中。

聚し
ゅ
う

正せ
い

義
塾
講
演
会

上
尾
商
工
会
議
所　

７
７
３
―３
１
１
１

７
７
５
―９
０
９
０

　
ス
ー
ダ
ン
で
医
療
活
動
を
行
う
川か
わ
原は
ら
尚な
お

行ゆ
き
さ
ん（
医
師
）に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き　
６
月
21
日（
木
）午
後
６
～
８
時

▼
と
こ
ろ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

▼
演
題　
明
日
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の

た
め
に
～
ス
ー
ダ
ン
・
東
日
本
大
震
災
で

の
活
動
～

▼
定
員　
３
０
０
人（
先
着
順
）

▼
入
場
料　
無
料

▼
申
し
込
み　
電
話
で
上
尾
商
工
会
議
所

へ

社会福祉基金活用事業を募集

米村でんじろう サイエンスショー

⇨社会福祉課（ ７７５－５１１８・ ７７６－８８７２）

⇨文化センター（ ７７４－２９５１・ ７７４－２９５５）

　社会福祉向上のため、善意による寄付からなる社会福祉基金を
設置しています。この基金を高齢者、障害者、児童などの福祉向
上につながる、次の①～③の市民事業に助成します。
①社会福祉施設などの備品整備・設備修繕の事業
②社会福祉法人、福祉関係団体が行う福祉サービス事業
③市民活動団体が地域福祉向上のために行う事業
※他の助成金、補助金を受けている事業は除きます。
▶助成額　₁事業30万円を限度
▶申し込み　₇月₅日（木）までに所定の用紙（社会福祉課〈市役所
₂階②番窓口〉にある。市ホームページからダウンロード可）に必
要事項を記入して、社会福祉課へ
※審査の上決定します。
●平成23年度助成団体の紹介
・尾山台団地自治会／子どもの広
場開設事業で使用する備品（絵本、
おもちゃなど）
・ピュア・スマイル／介護用ベッ
ド、訓練用マット
・朗読ボランティアグループやま
びこ／カセットテープダビング機

▶とき　₉月₁日（土）①第₁回公演／午後₁時～（₀時
30分開場）②第₂回公演／午後₄時～（₃時30分開場）
▶ところ　文化センター大ホール
▶前売券
　販売期間　₆月23日（土）～₈月31日（金）（売り切れ次第
終了）
　販売場所　文化センター、コミュニティセンター、イ
コス上尾、自然学習館、市民球場、瓦葺ふれあい広場、
ローソン北上尾店
※文化センター窓口だけ₆月１６日（土）午前₉時から先
行販売します
▶料金　前売り₂千円　当日2,500円
※約70分公演です。
※全席指定です。₃歳以上有料、₂歳以下で保護者の
膝上に座る場合は無料、座席が必要な場合は有料です。
※当日券は、文化センターだけで販売します。前売券
の販売で売り切れた場合は、当日券の販売はありません。
※駐車台数に限りがありますので、なるべく公共の交
通機関を利用してください。
▶主催　（財）市地域振興公社

    9月１日（土）
上 演

空気砲　※写真はイメージです。実際の実験とは異な
るときがあります。

テレビでおなじみの米村でんじろう先生による
科学実験ショーを文化センターで開催します。

助成で購入したカセットテープダビ
ング機

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ル

　

昭
和
40
年
９
月
北
九
州
市
生
ま

れ
。
医
学
博
士
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
シ
ナ

ン
テ
ス（
平
成
18
年
設
立
）理
事
長
。
東

日
本
大
震
災
後
は
、
被
災
地
で
医
療
活

動
や
復
興
支
援
に
尽
力
し
て
い
る
。
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熱
中
症
と
は
？

　
人
間
の
体
は
、
蒸
し
暑
い
環
境
に
長
く

い
た
り
、
運
動
な
ど
を
し
た
り
す
る
と
、

汗
を
か
い
て
体
内
に
た
ま
っ
た
熱
を
発
散

し
ま
す
。
こ
の
時
に
水
分
や
塩
分
を
補
給

し
な
い
ま
ま
汗
を
か
き
続
け
る
と
、
脱
水

症
状
や
ナ
ト
リ
ウ
ム（
塩
分
）不
足
に
よ
る

障
害
が
起
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
体
温
調

節
が
で
き
な
く
な
っ
て
起
こ
る
身
体
の
異

常
を
総
称
し
て﹁
熱
中
症
﹂と
呼
び
ま
す
。

熱
中
症
の
症
状
と
対
処
法

　
熱
中
症
の
症
状
に
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す（
左
図
参
照
）。
軽
い
症
状
で

も
急
に
重
症
化
し
、
命
に
関
わ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
体
調
が
す

ぐ
れ
な
い
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機
関
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
意
識
が
な
い
、
反
応
が
な
い
と
い

う
人
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
救
急

車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

6
月
は
要
注
意

　
昨
年
、
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
人

の
約
４
分
の
１
は
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て

い
な
い
６
月
に
発
症
し
た
人
で
し
た
。
同

じ
気
温
で
比
較
し
て
も
、
急
に
暑
く
な
っ

た
日
は
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

　
普
段
か
ら
運
動
を
し
て
、
体
温
の
上
昇

に
慣
れ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
夏
本

番
を
迎
え
る
前
に
、
適
度
に
汗
を
か
く
習

慣
を
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⇨健康推進課（ ７７４－１４１１・ ７７６－７３５５）

重症度 症　状 　対　処　法

軽　症
めまい、
立ちくらみ、
脚の筋肉がつる

　　　　　

中等症 頭痛、吐き気、
嘔吐、だるさ

重　症

ふらふらする、
立てない、
意識障害、
けいれん

【図】病状と対処法

涼しい環境
体を冷やす

水分・塩分の補給

腕は伸ばしてもよい

横向きで
安静に

首筋、脇の下、足の付け根を冷やす
衣服を
緩める

救急車を呼ぶ
体をしっかり冷やす

できるなら水分・塩分の補給

熱中症対策を
始めましょう!

　昨年は、夏場の電力不足が懸念された中、市では熱中症の死亡者を出すことなく猛暑を乗り切るこ
とができました。今年の夏も元気に過ごせるように、今から熱中症対策を始めましょう。

①水分をよく取りましょう
　屋外・屋内を問わず、水分を小まめに
取ることは熱中症対策の基本です。普段
の水分補給は水やお茶で構いませんが、
汗を大量にかいた時にはスポーツドリン
クなどを活用しましょう。
②暑さ対策の工夫をしましょう
●活動する時の工夫
　運動や農作業をする時は、休憩を
小まめに取りましょう。熱を逃がし
やすい素材や白っぽい色の服を着用
し、帽子をかぶることも大切です。
●体力低下の予防
　体調を整え、体力を維持すること
も暑さ対策につながります。十分な
休養を取り、栄養バランスのよい食
事を心掛けましょう。またアルコー
ルは脱水症状を進めるので、スポー
ツや野外活動の際に飲むことは危険
です。二日酔いの時も無理をしない
ようにしましょう。
●その他の暑さ対策
・家の中の風通しを良くする
・扇子やうちわを使用する
・すだれやよしずを使って日陰を作る
・ゴーヤなどを栽培し、緑のカーテン
　を作る
・保冷剤で首や脇の下を冷やす
・風呂の残り湯などで打ち水をする

③エアコンは上手に使いましょう
　今年も節電を考えて、エアコンを使う
ときは28度に設定することをお勧めしま
す。また湿度は70㌫を超えないように注
意しましょう。温度湿度計などを用い
て、正しく室内環境を知ることが大切で
す。

熱中症の予防対策

特に注意が必要な人
乳幼児
　水を小まめに飲ま
せ、服装にも気を配
るようにするなど、
日頃から様子を十分
観察しましょう。
　また車内や部屋の
中など、気温が上が
りやすい場所では一人にしないよう
にしてください。
高齢者
　体温調節機能の低下により、熱
中症の危険が高いとさ
れています。喉が渇か
なくても水分補給をす
るように心掛けましょ
う。入浴や睡眠の前後
に水分を取ることをお
勧めします。
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家
庭
の
電
気
ダ
イ
エ
ッ
ト

　

埼
玉
県
が
実
施
す
る
Ｃ
Ｏ２
削
減
の
た

め
の
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　

７
～
８
月
の
２
カ
月
間
、
節
電
を
実

施
し
、
電
力
会
社
か
ら
来
る﹁
電
気
ご
使

用
量
の
お
知
ら
せ
﹂（
左
図
参
照
）を
応
募

用
紙（
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
の
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
に
あ
る
）に
貼
っ
て
、
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
県
環
境
部
温
暖
化

対
策
室（

８
３
０
―３
０
３
８
）に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
異
常
気
象
や
海
水
面
の
上
昇
な
ど
地
球

温
暖
化
の
影
響
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、

Ｃ
Ｏ２
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
６
月
は
環
境
推
進
月
間
で
す
。
私
た
ち

の
生
活
の
中
か
ら
余
分
な
消
費
を
抑
え
、

無
駄
の
無
い
生
活“
エ
コ
ラ
イ
フ
”を
送

る
こ
と
で
地
球
温
暖
化
の
原
因
に
な
る
Ｃ
Ｏ２

の
排
出
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
家
庭
用
電
気
製
品
を
買
い
替
え
る

時
は
、
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
の
表
示
が
あ
る
物

な
ど
消
費
電
力
の
小
さ
な
物
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

　
一
人
一
人
の
取
り
組
み
で
、
美
し
い
地

球
環
境
を
未
来
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

  

５
～
10
月
に
ク
ー
ル
ビ
ズ

　
冷
房
温
度
を
28
度
に
設
定
し
、
す
だ
れ

や
カ
ー
テ
ン
で
日
射
を
防
い
だ
り
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
た
り
す
る
な
ど
涼
し

く
過
ご
す
工
夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
本
庁
舎
と
各
出
先
機
関
で
、
室

内
の
冷
房
温
度
を
28
度
に
設
定
し
、
５
～

10
月
は
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着
の
軽

装
で
執
務
す
る
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し
ま

す
。

  

夏
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄデ

イ
Ａ
Ｙ

　
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
に
向
け
て
生
活
様
式
を
変
え
る
き
っ

か
け
づ
く
り
を
目
的
に
、
決
め
ら
れ
た
一

日
、
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を
実
践
す
る

こ
と
を
、
県
内
の
市
町
村
と
共
同
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
は
、
簡
単
な

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
使
用
し
て
、
あ
ら

か
じ
め
定
め
ら
れ
た
取
り
組
み
項
目
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
削
減
し
た
Ｃ
Ｏ２
を
発
表

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
は
市
役
所
、
各
支
所
な
ど
に
あ
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

  

夏
の
節
電

　
今
年
の
夏
も
電
力
事
情
の
好
転
は
見
込

め
ま
せ
ん
。
今
か
ら
節
電
に
向
け
た
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は﹃
広
報

あ
げ
お
﹄７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

節
電
は
電
気
料
金
を
抑
え
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
ず
は
今
か
ら
照
明
や
テ

レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
こ
ま
め
に
消
す
こ
と

を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
節
電
対
策
の
一
環
と
し
て
公
共
施
設
の

消
灯
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
環
境
政
策
課（
市
役
所
４
階
）に﹁
エ
コ

ラ
イ
フ
﹂に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

６月は
環境推進
月間

⇨環境政策課（ ７７５－６９２５・ ７７５－９９２７）

ア
ッ
ピ
ー

ご協力
お願いします

地球にやさしい

“エコライフ”の実践を

２４年₇月分か₈
月分を貼ってく
ださい。

該当月の期間
はここに表示
されます。
前月や前年の
﹁電気使用量の
お知らせ﹂で期
間を確認して
ください。

契約種別が﹁低
圧電力﹂の場
合は対象外に
なりますので
注意してくだ
さい。

ことしの電
気使用量

昨年の電気
使用量

あげお　たろう
上尾市
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介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
な
ど

の
申
請
を高

齢
介
護
課　

７
７
５
―６
４
７
３

７
７
６
―８
８
７
２

　
介
護
保
険
負
担
限
度
額
、
特
定
負
担
限

度
額
の
認
定
の
有
効
期
限
は
、
６
月
30
日

（
土
）で
す
。
引
き
続
き
認
定
を
希
望
す
る

人
は
、
更
新
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
７
月
～
平
成
24
年
５
月
に
限
度

額
認
定
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
６
月
上

旬
に
案
内
通
知
と
申
請
書
を
郵
送
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
認
定
は
、
平
成
24
年
度
の

課
税
状
況
な
ど
に
基
づ
い
た
審
査
を
行
う

た
め
、
認
定
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
新
た
に
申
請
す
る
人
は
申
請
書（
高

齢
介
護
課︿
市
役
所
２
階
③
番
窓
口
﹀に
あ

る
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
高
齢
介

護
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
日
を
含
む
月
の
１
日
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。
６
月
30
日（
土
）ま
で
に
申
請
す

る
と
、
７
月
中
に
認
定
結
果
と
認
定
証
が

郵
送
さ
れ
ま
す
。

 

介
護
保
険
負
担
限
度
額

▼
内
容　
本
来
、
全
額
自
己
負
担
す
る
介

護
保
険
施
設
入
所
と
短
期
入
所
の
食
費
と

居
住
費
の
う
ち
、
所
得
に
応
じ
た
負
担
限

度
額
ま
で
を
自
己
負
担
と
し
、
基
準
費
用

額
と
の
差
額
が
介
護
保
険
か
ら
事
業
者
へ

給
付
さ
れ
る
制
度

▼
対
象　
本
人
と
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税
の
人

※
合
計
所
得
金
額
と
課
税
年
金
収
入
額
の

合
計
額
に
よ
り
、
負
担
限
度
額
が
異
な
り

ま
す
。

※
転
居
な
ど
で
世
帯
に
何
ら
か
の
異
動
が

あ
り
対
象
に
な
る
人
は
、
年
度
の
途
中
で

も
認
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

介
護
保
険
特
定
負
担
限
度
額

▼
内
容　
介
護
保
険
負
担
限
度
額
と
同
じ

▼
対
象　
平
成
12
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
、

高
齢
者
施
策
に
よ
り
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
入
所
し
て
い
る
人
で
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
人

国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
申
告

保
険
年
金
課　

７
７
５
―５
１
３
６

７
７
５
―９
８
２
７

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）税
は
、
国
保
加

入
者
の
前
年
中（
平
成
23
年
１
月
１
日
～

12
月
31
日
）の
所
得
金
額
な
ど
を
基
に
算

定
し
ま
す
。
所
得
税
や
市
・
県
民
税
を
期

日
ま
で
に
申
告
し
た
人
は
、
そ
の
申
告
内

容
で
算
定
し
ま
す
が
、
申
告
が
済
ん
で
い

な
い
人
は
、税
務
署
ま
た
は
市
民
税
課（
市

役
所
２
階
）で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
保
税
に
は
、
一
定
所
得
以
下
の
世
帯

に
か
か
る
税
額
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ

り
、
軽
減
の
判
定
に
は
世
帯
主
と
加
入
者

全
員
の
前
年
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　

税
法
上
申
告
の
必
要
が
な
い
人（
確
定

申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告
書
な
ど
で
扶

養
者
に
な
っ
て
い
る
配
偶
者
と
16
歳
以
上

の
人
）も
、
国
保
税
の
所
得
申
告
が
必
要

で
す
。
対
象
者
に
は
申
告
書
を
６
月
上
旬

ま
で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
保
険
年
金
課（
市
役
所
１
階
８
番

窓
口
、
〒
３
６
２
―８
５
0
１
本
町
３
―１

―１
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
を
す
る
時
期
に
よ
っ
て
は
国
保
税

の
税
額
が
年
度
途
中
で
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

平成23年度の市役所本庁舎、
公共施設での節電の結果

⇨環境政策課（ ７７５－６９２５・ ７７５－９９２７）

　昨年は東日本大震災による電力供給不足から、計画停
電が実施され、市民生活に大きな影響がありました。
　政府では計画停電を避けるため、市役所本庁舎やその
他公共施設を対象に、夏季（平成23年₇～₉月）に15㌫、
冬季（12月～平成24年₃月）には目標数値を定めずに最大
使用電力の削減が求められました。
　これを受けて市は電力を₇～₃月に、最大使用電力の
一律15㌫削減を目標に実施しました。
　皆さんの協力で最大電力使用を下表のとおり削減する
ことができました。
　ことしの夏も電力の不足が予想されますので、最大使
用電力の削減に取り組んでいきます。
●市役所本庁舎（５00㌔ワッ

ト　の電力契約）

●その他の公共施設（小中学校を除く、５00㌔ワッ
ト　未満の電

力契約者の合計）

月 最大使用電力
₇ 31 ㌫カット
₈ 33 ㌫カット
₉ 32 ㌫カット
10 64 ㌫カット
11 56 ㌫カット
12 37 ㌫カット
₁ 36 ㌫カット
₂ 34 ㌫カット
₃ 39 ㌫カット

月 最大使用電力
₇ 23 ㌫カット
₈ 20 ㌫カット
₉ 22 ㌫カット
10 22 ㌫カット
11 19 ㌫カット
12 　8 ㌫カット
₁ 10 ㌫カット
₂ 10 ㌫カット
₃ 　7 ㌫カット
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　毎年₆月と12月の₂回、家庭の家計簿に当たる財
政事情（収支状況）を公表しています。
　これは皆さんが納めた貴重な税金や国・県からの
お金がどのように使われているのかをお知らせし、
市政への理解を深めていただくものです。今号では
平成23年度下半期（平成23年10月₁日～24年₃月31

日）の各会計の収支状況をお知らせします。
　一般会計と特別会計は₄月₁日から₅月31日まで
の出納整理期間も収入・支出があるので、その分を
含めた平成23年度決算は﹃広報あげお﹄12月号でお知
らせします。

〔歳　　　入〕 予算額 収入済額
市 税
国 庫 支 出 金
地 方 交 付 税
市 債
県 支 出 金
繰 越 金
地方消費税交付金
諸 収 入
使用料及び手数料
そ の 他

29,729,359
9,443,005
2,817,755
6,715,100
3,489,996
1,838,374
1,579,000
1,412,975
830,177
1,832,842

29,020,479
7,665,461
3,102,011
2,717,000
2,407,858
1,838,374
1,728,170
1,292,695
781,606
1,854,569

合 計 59,688,583 52,408,223
収入率87.8％

〔歳　　　出〕 予算額 支出済額
民 生 費
総 務 費
教 育 費
公 債 費
衛 生 費
土 木 費
消 防 費
商 工 費
議 会 費
農 林 水 産 業 費
予 備 費

21,607,798
8,865,216
8,823,972
6,863,542
5,082,149
4,948,309
2,305,324
534,850
476,481
167,488
13,454

20,643,167
8,146,057
6,668,513
6,473,406
3,945,940
3,804,779
2,203,524
505,381
463,017
157,416

0
合 計 59,688,583 53,011,200

執行率88.8％

予算額 収入済額 支出済額
国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
公共下水道事業
後期高齢者医療
工業住宅団地開発事業

22,107,471
10,207,902
5,291,745
1,681,531
1,120

20,364,807
9,464,228
3,878,886
1,669,050
1,112

20,857,428
8,660,336
4,239,742
1,582,278

700
合 計 39,289,769 35,378,083 35,340,484

　収入率90.0％、執行率89.9％

予算額 収入・支出済額
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

4,311,000
3,976,000
310,000
1,693,544

4,235,964
3,603,686
267,487
1,411,758

※給水戸数／₈万9,625戸、給水人口／22万
6,434人（普及率99.7%）いずれも平成24年₃月
31日現在です。
※収益的収支とは、水道水をつくり皆さん
の家庭に供給するなど、営業面の収支です。
資本的収支とは、配水管の布設など施設の建
設・改良事業面の収支です。

○平成２4年₃月31日現在　単位：千円■一般会計収支

■特別会計収支 ■水道事業会計収支

●平成２3年度下半期●

市の収支状況
■一般会計・特別会計■
　⇨財　政　課（ ７７５－４２４７ ・ ７７６－８８７３）

■水道事業会計■
　⇨水道部総務課（ ７７５－５１６０ ・ ７７５－９０４１）
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児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

こ
ど
も
支
援
課　

７
７
５
―５
１
２
０

７
７
４
―５
３
４
２

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
従
来
の﹁
子
ど
も

手
当
﹂に
替
わ
り﹁
児
童
手
当
﹂が
支
給
さ

れ
ま
す
。
６
月
分
の
手
当
か
ら
所
得
制
限

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
現
況
届
は
、
６
月
１
日
現

在
の
状
況
を
確
認
し
、
引
き
続
き
児
童
手

当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
該
当
者
に
は
、
６
月
上
旬
に
現
況
届
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
通
知
を
確
認
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
の
提
出
が

な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
支
給
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
提
出
期
限　
６
月
30
日（
土
）ま
で

▼
提
出
書
類　
現
況
届
の
他
、
健
康
保
険

証
の
コ
ピ
ー（
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
の

場
合
）、
所
得
証
明
書（
１
月
２
日
以
降
転

入
の
場
合
）な
ど
の
必
要
書
類
を
添
付

▼
提
出
場
所　
直
接
ま
た
は
郵
送
で
こ
ど

も
支
援
課（
市
役
所
２
階
⑤
番
窓
口
、〒
３

６
２
―８
５
０
１
本
町
３
―１
―１
）へ

ごみ収集カレンダーを
配布します

⇨西貝塚環境センター（ ７81－9141・ ７81－9166）

　﹃上尾市ごみ収集カレンダー﹄（₇月₁日～平成25年₆
月30日分）を住んでいる地域（₄地域）の収集日程に合わ
せて作成し、地域ごとに₆月中に配布します。
　ごみの出し方のルールを守り、カレンダーの日程に
従ってごみを出してください。

あげお花火大会の
協賛者を募集

８月４日（土）開催

⇨市観光協会（ ７７５－５91７・ ７７５－５０２4）

　市観光協会では、次のとおり﹁あげお花火大
会﹂を開催します。
▶とき　₈月₄日（土）午後₇時～（雨天の場合
は₈月11日〈土〉）
▶ところ　平方地区の荒川河川敷（開平橋から
リバーサイドフェニックスゴルフ場まで）
●協賛者募集
　各企業や団体他、市民の皆さんにも協賛をお
願いしています。﹁誕生（出産）、入学（園）、卒
業（園）、合格、成人、入社、結婚、新築、会社
設立、定年﹂などを記念した花火の申し込みを
受け付けます。
　協賛者（事業所）名は、花火大会宣伝リーフ
レットに掲載し、新聞折り込みでお知らせする
他、花火大会会場で紹介します。また花火大会

会場の協賛者席へ招
待します。
　申し込みと協賛金
振り込みは₆月22日
（金）までです。
　花火の種類と金額
（₁発当たり）は、下表
のとおりです。
　詳しくは市観光協
会に問い合わせてく
ださい。
●花火の金額

種　類 単　価
₃号玉 　5,000 円
₄号玉 10,000 円
₅号玉 15,000 円
₇号玉 30,000 円
10 号玉 60,000 円

10 号玉（₂発） 100,000 円
スターマイン 300,000 円
大スターマイン 600,000 円
特大スターマイン 1,000,000 円
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上 尾 地 区
事務区名 氏　　　名

緑 丘 武 藤 昭 夫
緑丘五丁目 山 㟢 武 則
上 町 田 澤 信 八
宮 本 町 小 林　　 仁
仲町一丁目 小田川　　　晃
仲町二丁目 矢 澤 宏 和
愛宕一丁目 石 川 準 一
愛宕二丁目 宮 本 利 章
愛宕三丁目 松 本　　 豊
栄 町 新 木 利 明
日 の 出 鈴 木　　 勝
東 町 髙 山 國 男
陣 屋 太 田 崇 雄
二ツ宮一区 菊 池 紀 夫
二ツ宮二区 金 子 範 義
向 原 石曽根　福　吉
本町一・二丁目 戸 枝 伸 之
本町三・四丁目 齋 藤　　 滿
本町五・六丁目 池 田　　 優
春 日 田 端 優 行
柏座一丁目 朽 木　　 智
柏座二丁目 村 利 幸
柏座三丁目 山 本 俊 男
柏座四丁目 千 鳥 貴 弘
谷津一丁目 内 田 昭 司
谷津二丁目 金 子 銀 司
富 士 見 平 田 秀 明
富士見団地 田 中 伸 幸
原 新 町 佐々木　　久男
根貝戸団地 篠 原 紀 元
上尾東団地 國 本　　 博

ソフィア上尾 福 成 健 一
パーク上尾 岩 井 浩 資
レック上尾 栗 山　　 功
フィーリア上尾 宮 内　　 誠
平 方 地 区
事務区名 氏　　　名
南 永 嶋　　 昇

下 宿 関 根　　 忍
上 宿 石 川　　 巖
新 田 市 川 利 男
上 野 清 水 祐 介
平方領々家 福 田 幸 雄
上 野 本 郷 伊 藤 賢 逸
西 貝 塚 大　塚　建太郎
丸 山 団 地 近 藤　　 愛
原 市 地 区
事務区名 氏　　　名

第 一 区 賀 康 三
第 二 区 宮 㟢 年 三
第 三 区 石 川　　 進
第 四 区 黒 須　　 明
第 五 区 髙津戸　久　男
第 六 区 岩 瀨 熊 雄
第 七 区 本 田 耕 作
第 八 区 黒 須　　 実
第 九 区 下 里 良 男
第 十 区 谷田貝　麻　吉
柳通り北区 葵 木 邦 夫
大 石 地 区
事務区名 氏　　　名

小 泉 成 田 光 和
下 芝 矢 部 正 俊
中 分 矢 部 修 三

藤 波 髙 槗 光 隆
井 戸 木 清 水　　 勇
中 妻 岩 男 五 男
浅 間 台 西 脇 正 典
弁 財 加 藤 昌 男
小敷谷東部 日 吉 孝 吉
小敷谷西部 原 田 嘉 明
畔 吉 東 部 塩 野 泰 久
畔 吉 前 原 小 髙 一 郎
畔 吉 新 田 大井川　健　一
畔 吉 雲 雀 関 根 正 三
領 家 東 部 藤 波 春 生
領 家 西 部 小 山　　 愽
三 井 今 屋 幸 男
サニータウン 有 我 尚 子
泉 台 北　村　千代樹
上 平 地 区
事務区名 氏　　　名

町 谷 坂 牛 文 子
宮 の 下 齋 藤 保 子
上 郷 植 田 幸 一
箕 の 木 湯 本　　 忠
上 新 梨 子 川 田 廣 雄
久 保 鈴 木　　 博
西 門 前 木 原 鐡 夫

南 吉 田　　 勉
南 新 梨 子 鴨 田 保 雄
下 組 稲　　　和　男
北 中 地 長 島　　 功
新 田 畑 　 茂
上 組 岡 田 悦 一
須 ケ 谷 野 本 敬 二
上 平 塚 山 田　　 豊

中 平 塚 齋 藤 安 司
下 平 塚 島 村　　 勇
平 塚 団 地 柳 橋 節 男
上尾第一団地 根 岸 良 夫
シラコバト団地 宮 下　　 東
錦 町 小 牧　　 隆
大 谷 地 区
事務区名 氏　　　名

地 頭 方 鎌 田 健 造
壱 丁 目 阿 部　　 誠
今 泉 長 濵 幸 男
東 今 泉 原 島 幸 夫
向 山 志 村 洋 一
大 谷 本 郷 水 野 忠 男
堤 崎 越 川 惠 生
中 新 井 石 井 正 彦
戸 崎 森 田　　 徹
西宮下一区 増 山 一 豊
西宮下二区 北 條 秀 明

川 熊　谷　日出男
戸 崎 団 地 向 井 和 夫
原 市 団 地 地 区
事務区名 氏　　　名
原 市 団 地 山 本 浩 一
尾 山 台 団 地 地 区
事務区名 氏　　　名
尾山台団地 尾 上 道 雄
西 上 尾 第 一 団 地 地 区
事務区名 氏　　　名
西上尾第一団地 鈴 木 照 子
西 上 尾 第 二 団 地 地 区
事務区名 氏　　　名
西上尾第二団地 小 野　　 博

平成2４年度
事務区長を紹介します
　事務区長委嘱式と区長会連合会定期総会が₄月14日にコミュ
ニティセンターで行われ、112人が事務区長に委嘱されました
（写真）。定期総会では新たに理事10人（各地区区長会の代表）が
選出され、連合会長に植田幸一さん（上平地区）が選ばれまし
た。各地区の区長の皆さんは下表のとおりです（敬称略、太字
が区長会長）。

⇨自治振興課（ ７７５－４５３９ ・ ７７５－９８１９）
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高齢者サービス高齢者サービス⇨高齢介護課　 ７７５－５１２４
　　　　　　　 ７７６－８８７２

事　業　名 対　　　象 内　　　容

老人福祉センター
ことぶき荘 60歳以上の人

健康増進とレクリエーションの施設（無料で入浴ができる）
▶開館日　月～金曜日午前₉時30分～午後₄時（敬老の
日を除く祝日と12月28日～₁月₄日は休館）
※詳しくは、直接ことぶき荘（ 776－2265）へ問い合わ
せてください。

いきいきクラブ おおむね60歳以上の人 各単位クラブで生きがい健康づくり、福祉の向上、地域
の見守り活動などを実施

老人だんらんの家 該当事務区内のおおむね60歳以上の人 だんらんの場として地区集会所などを該当事務区が開放

あんしん証
60歳以上の人（申請は本人だけ）
※申請前6カ月以内に撮影した顔写真₂枚 ( 無帽・正面・無背景・
縦₃×横2.4㌢〈窓口で職員が撮影した物を使用することも可〉）
と健康保険証など本人を証明できる物を用意してください。

顔写真入りの身分証明証を発行。外出時の緊急連絡カー
ド、公共施設の料金割引時の本人確認などに利用可能
※金融機関や印鑑登録などの本人確認には利用できま
せん。

配食サービス おおむね65歳以上の一人暮らしの人か高齢者世帯（昼間単身の高
齢者を含む）で、調理、外出が困難で見守りが必要な人

毎日の食事の確保が自分で行えるか調査の上、計画を作
り、必要に応じて昼食（弁当）を宅配
▶宅配日　週₄回（月・火・木・金曜日）まで
▶自己負担　１食450円

緊急通報システム おおむね65歳以上で、日常生活上、常時注意を要する人
緊急通報機の貸与
▶機器使用料  月額1,260円（所得税非課税世帯は無料）
▶通話料　自己負担

福祉電話 自宅に電話がなく携帯電話もないおおむね65歳以上の人で、所得
税非課税世帯

福祉電話の貸与
※通話料は自己負担です。

日常生活用具の
給付

おおむね65歳以上の在宅の寝たきり、または一人暮らしで、世帯
を構成する者の全てが住民税非課税の人

防災の配慮が必要か調査の上、給付。給付内容ごとの基
準額を超えた場合は、自己負担あり
▶品目　火災警報機、自動消火器、電磁調理器

徘徊高齢者等
探索サービス

おおむね65歳以上の在宅の徘
はいかい

徊高齢者か初老期認知症の人を介護
している人

高齢者が端末発信機を携帯し、所在不明になった時、居
場所が確認できる。
▶自己負担額　月額231円（開始時負担2,100円）または
580円
※希望した業者により上記のいずれかの額になります。

住み替え家賃の
助成

市内に引き続き１年以上居住する65歳以上の一人暮らしの人また
は65歳以上の人を含む60歳以上で構成する世帯（世帯の生計中心
者の前年度分の市民税所得割が非課税の世帯）

民間賃貸住宅に住み、取り壊しにより民間賃貸住宅への
転居を求められた高齢者世帯に、転居後の家賃の一部を
1年間助成
▶助成金額  転居後の住宅の月額家賃から転居前に居住
していた住宅の月額家賃を減じた額（月１万円を限度）
※立ち退き請求があった時点での相談が必要です。

要介護高齢者等
介護者慰労金

65歳以上で、介護保険で要介護₄・₅の人またはそれと相当の状
態と認められる人（介護保険施設などの入所者を除く）と同居し、
常時介護している人
※要介護高齢者等手当を受けている人を除きます。

▶支給額　月額₁万円
▶支給時期　年₃回（₈・12・₄月）

要介護高齢者等
手当

65歳以上で、介護保険で要介護₄・₅の人またはそれと相当の状
態と認められる人で世帯の生計中心者（所得が最も多い人）の所得
税非課税世帯（介護保険施設などの入所者を除く）
※要介護高齢者等介護者慰労金の支給を受けている人を除きま
す。

▶支給額　月額₁万円
▶支給時期　年₃回（₈・12・₄月）

紙おむつ給付
65歳以上で、介護保険で要介護₄・₅の人またはそれと相当の状
態と認められる人で、世帯の生計中心者の所得税非課税世帯（介
護保険施設などの入所者を除く）

市指定の薬局で、紙おむつと交換できる4,690円相当の
紙おむつ券を月₁枚給付

敬老祝金

平成24年度対象者
₈月31日現在、市内に引き続き₁年以上居住する次の年齢の人
75歳（昭和11年₉月₂日～昭和12年₉月₁日に生まれた人）
77歳（昭和₉年₉月₂日～昭和10年₉月₁月に生まれた人）
80歳（昭和₆年₉月₂日～昭和₇年₉月₁日に生まれた人）
85歳（大正15年₉月₂日～昭和₂年₉月₁日に生まれた人）
88歳（大正12年₉月₂日～大正13年₉月₁日に生まれた人）
90歳（大正10年₉月₂日～大正11年₉月₁日に生まれた人）
95歳（大正₅年₉月₂日～大正₆年₉月₁日に生まれた人）
99歳以上（大正₂年₉月₁日以前に生まれた人）

▶贈呈額
75・77・80歳／₁万円
85・88・90歳／₂万円
95歳／₃万円
99歳以上／₅万円

※₉月中旬に民生委員が届けます。

敬老事業交付金 敬老の日の行事として敬老事業を実施する事務区など ▶交付額　₈月31日現在当該事務区などの区域内に住所
がある75歳以上の人数に一人当たり₂千円を乗じた額

※サービスはいずれも市内に住所がある人が対象です。


